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携帯電話を用いた情報流通システムの追加機能と利用事例
AddedFunctionsandUsageofSharablelnfbmlationCirculationSystemfbrMobilePhoneillHigherEducatiｏｎ

葉田善章篠原正典清水康敬

YbshiakiHADAMasanoriSHINOHARAYasutakaSHIMIZU

独立行政法人メディア教育開発センター

NationallnstimteofMultimediaEducation

＜あらまし＞メディア教育開発センター(以下､NIIvm)では大学等の高等教育機関で携帯電話を用
いて授業情報、学務情報、生活情報などを携帯電話用のＷｅｂサイトに容易に掲載でき、携帯電話へメ

ールによる連絡が可能なシステムK-taiCampusを構築し、2005年11月より公開を行った。2006年度
からはメール連絡機能の強化やアンケート機能の追加、セキュリティが強化されたシステムの提供を

開始し､利用機関へのサービスの強化を行った｡本稿では追加された機能と利用事例について述べる。

＜キーワード＞携帯電話，コミュニケーション，高等教育，授業支援，ネットワーク，システム開発

基本機能だけであったが２００６年度より機能が強

化された。本稿では強化された機能の紹介と、本

システムの利用事例について述べる。

ZK-taiCampusの概要と追加機能

本システムは図１のようにNIIv伍に置かれたサ

ーバーによるＡＳＰ(△pplicationServiceProvider)形
式によるサービス提供を行うものである｡携帯電

話の全キャリアに対応しており、利用大学の携帯

サイトは個別のＵＲＬで開設され、ブックマーク

が可能となっている｡携帯サイトに掲載される情

報は独自に分類されるテンプレートを用い､分類

に従って大学の携帯サイトが構成される｡掲載情

報は作成時に大学外への公開･非公開を選択でき、

非公開には大学、学部、学科、講座単位での利用

制限が可能で、さらに掲載期限の設定も行える。

利用者は学内情報において、自分が所属する学部

学科に関連づけられた情報のみが表示されるよ

うになっている。講義が登録されている場合、学

生が携帯サイトから授業の質問を行える機能も

搭載している。

２００６年度の機能強化では本システムを利用機

関の幅広い連絡に応用できること、情報漏えいへ

の対応を目的に､メール連絡機能の強化とアンケ

ート機能の追加、セキュリティの強化を行った。

メール連絡機能の強化ではグルーピング機能

と画像配信機能が追加され、教職員が操作する

ＰＣ専用のインタフェースが追加された。図２に

メール配信で用いる画面を示すが、ＰＣ専用とす

ることで従来の携帯電話とＰＣ共用の画面よりも

見やすく、操作しやすいものとなった。

グルーピング機能の追加により、従来の大学全

体、学部、学科、講義単位の配信範囲に加え、図

2(a)のようにあらかじめ作成した送信グループを
選択できるようになった｡送信グループの作成は

図２(b)のグループ編集画面で行う。システムに墓

１．はじめに

大学等の高等教育機関において､教職員と学生

間のコミュニケーションを図るツールとして携

帯電話が注目されている｡大学と学生との情報伝

達の手段は掲示板に印刷物を貼る、あるいはＷｅｂ

サイトに情報を掲載などの手段が取られるが､掲

示板は情報の受け手である学生が掲示されてい

る場所に足を運ぶ必要があり、膨大な印刷物の中

からは新規情報を探しにくい。また､Webサイト

の利用は学生にＷｅｂ閲覧を行う環境を用意する

必要があり、情報の伝達手段としては不十分であ

る｡一方で携帯電話は現在ほとんどの学生が持ち、

環境を整える必要がないという利点がある｡携帯

サイトは紙の掲示板の置き換えが期待されるメ

ディアであり、新規に掲載された情報にマークを

付けるなど、わかりやすい表示もできる。メール

での連絡は学生に直接届くため､見落としもなく、

確実な情報伝達が期待できる。

携帯電話の利点を生かした情報伝達を大学等

の高等教育機関に提供するため、２００５年１１月、

独立行政法人メディア教育開発センターは携帯

電話による情報配信システムK-taiCampusを開

発して公開した(葉田ほか2006)｡公開時の機能は
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携帯サイトでは各機関が必要に応じて情報掲

載が行われ、記事の掲載期限を設定して利用さ

れるなど、本システムの機能が有効に利用され

ている。アクセスログからシステム利用開始時

は比較的多くの閲覧が行われるが、時間の経過

とともに閲覧回数が減っている。アンケートか

らはシステムの問題ではなく、新しい記事が学

生の確認タイミングで現れないためであること

がわかった。携帯サイトに学生を誘導するには

絶えず定期的に重要な新しい記事を掲載する運

用体制を取る必要がある。

搭載機能の中ではメール配信機能が一番多く

利用されている。学生からは携帯サイトと違い、

確認をする手間がかからず便利であるという意

見が多かった。メール配信にはパケット料金が

学生に要求される問題もあるが、パケット定額

制の普及もあり、パケット料金は気にならない

という学生がほとんどであった。学業に関係あ

る有益な連絡であれば配信に同意を得た学生に

対するメールによる連絡は有効であるといえる。

我々の講義ではＰＣと携帯サイトを使い分け

て利用し､本システムはＰＣサイトへの誘導を行

うメッセージ配信に利用したが、興味のある学

生にわかりやすく連絡をいち早く伝えられ､学生

の授業準備に役立てることができた｡携帯電話と

ＰＣサイトの使い分けが携帯電話を有効に使うこ

とにつながることがわかった。

４．おわりに

本稿では現在サービスを提供しているK-tai

Campusの追加機能と､利用事例について述べた。
本システムを公開してからシステムに関するト

ラブルはなく、順調に運営とサービス提供を行っ

ている｡本システムは多くの大学等の高等教育機

関でＩＴに不'贋れな教職員でも使いこなせること、

利用大学で管理などの手間をかけないことを主

眼において開発されている｡今後も利用した機関

の意見や利用状況を踏まえ､システムの改善を進

め、サービス提供を継続する予定である。

現在も引き続き､本システム利用の募集を行っ

ている｡本システムを安心して利用していただけ

るよう、システム利用規約の策定や利用申請の手

続きを見直し､利用しやすいように改善を進めて

きた｡利用は無償であり、気軽に問い合わせいた

だきたい。利用単位は講義単位、学科、学部でも

構わない。

利用希望および問い合わせ先：k-tai＠ｍｍe・acjp
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図２メール配信画面

録された学生｡教職員を検索して個人単位で登録

できるほか､システムに登録されていない人も任

意に登録が可能である｡本機能により研究室の学

生への連絡や授業での実験などのグループ単位

でのお知らせにも対応できる。

画像配信機能は送信メールの作成時に図２(c）

で送信したい画像ファイルを選択することで､メ

ール本文に画像のＵＲＬが添付され、携帯サイト

経由で画像閲覧が可能になるものである。アクセ

スされる端末に応じて自動的に適する画像に加

工され､第三世代および第二世代の携帯電話､ＰＣ

の各端末に対応している。本機能により、画像に

よる教材・練習問題の配信にも対応できる。

アンケート機能の追加はＮ、/、で開発された

リアルタイム評価支援システムＲＥＡＳ（Realtime

EvaluationAssistanceSystem)のとの連携により実
現したものである。ＰＣ上でテンプレートを用い

てアンケートの作成ができ、回答はＰＣや携帯電

話を用いて行える。回答結果の集計も可能である。

セキュリティの強化では非公開情報の通信に

SSL通信を導入し､通信において内容の漏えいを

防ぐ措置を行った。

３．利用事例

本システムは２００６年９月現在において５機関

が利用している。２校は講義支援目的で教員によ

る授業運営､残り３校は事務的な連絡に利用され

ている｡我々が担当した理系情報系学部４年生の

講義での利用アンケートを交え､携帯サイトとメ

ール配信機能の事例について述べる。
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